
    

公
益
財
団
法
人
聴
覚
障
害
者
教
育
福
祉
協
会
会
長 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

山
東 

昭
子 

 

 

「
響
き
」
の
会
報
も
無
事

８
０
号
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
れ
も
い
つ
も

ご
支
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
様

の
お
か
げ
だ
と
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
昨
年
の
前
半
は
全
く
実
施
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
年
度
は
、
１
回
目
の
読
字
力
検
定
に
始

ま
り
、
全
国
聾
学
校
絵
画
展
、
全
国
聾
学
校
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
な
ど
を
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
ど
れ
も
力
作
揃
い
で
し

た
。
絵
画
展
は
、
全
日
本
聾
教
育
研
究
大
会
が
島
根
県
で

開
催
さ
れ
ま
す
が
、
会
場
か
ら
大
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
し
て
リ
モ
ー
ト
で
結
果
を
発
信
し
ま
し
た
。
ま
た
、
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
は
作
品
集
を
作
成
し
、
皆
様
に
お
届
け
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
は
未
だ
思
う
に
任
せ
な
い
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
「
聴
覚
障
害
児
を
育
て
た
お
母

さ
ん
を
た
た
え
る
会
」
は
、
開
催
は
い
た
し
ま
す
。
し
か

し
、
１
２
月
以
降
に
増
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
感
染
者

の
動
向
の
見
通
し
が
立
た
な
い
た
め
、
憲
政
記
念
館
に
て

の
多
く
の
お
母
様
方
や
ご
家
族
、
関
係
者
を
一
堂
に
集
め

て
の
式
典
は
感
染
拡
大
を
回
避
す
る
た
め
に
中
止
と
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
会
場
で
行
わ
れ
て
い
た
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
の
最
優
秀
者
の
発
表
も
賞
状
と
表
彰
盾
の
寄
贈 

 

       

の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

次
に
、
毎
年
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
公
益
財
団
法
人
Ｊ
Ｋ

Ａ
競
輪
共
益
資
金
の
補
助
事
業
で
あ
る
Ｆ
Ｍ
補
聴
シ
ス
テ

ム
無
償
貸
与
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
今
年
度

か
ら
デ
ジ
タ
ル
ワ
イ
ヤ
レ
ス
補
聴
援
助
シ
ス
テ
ム
に
切
り

替
え
て
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
全
国
か
ら
多
く
の
希
望

者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
審
査
及
び
抽
選
の
結
果
１
３
名
の

方
に
無
事
貸
与
が
出
来
ま
し
た
。
全
員
の
方
に
貸
与
出
来

ず
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
も
継
続
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
時
に
は
ど
う
ぞ
、
ま
た
応

募
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

      

理
事
会 

 
令
和
三
年
六
月
七
日 

み
な
し
決
議 

評
議
員
会 
令
和
三
年
六
月
二
十
九
日 

み
な
し
決
議 

※ 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
い
み
な
し
決
議
を
行
な
っ
た
。 

① 

令
和
二
年
度
事
業
報
告
及
び
事
業
報
告
の
附
属
明
細

書
に
関
す
る
件 

理
事
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
、
評
議
員
会
で
報
告
が
な
さ

れ
た
。 

② 

令
和
二
年
度
収
支
決
算
に
関
す
る
件 

収
支
決
算
報
告
、
監
査
報
告
・
財
務
諸
表
が
理
事
会
、
評

議
員
会
で
承
認
決
議
さ
れ
た
。 

③ 

令
和
三
年
度
公
益
財
団
法
人
Ｊ
Ｋ
Ａ
補
助
事
業
の
実

施
に
つ
い
て
承
認
決
議
さ
れ
た
。 

④ 

次
期
役
員
の
理
事
会
推
薦
名
簿
が
承
認
決
議
さ
れ
た
。 

⑤ 

評
議
員
候
補
者
推
薦(

案)

が
承
認
さ
れ
た
。 

 
令
和
三
年
度 

事
業
計
画 

【
補
助
事
業
】
公
益
財
団
法
人
Ｊ
Ｋ
Ａ
競
輪
収
益
助
成
事

業 

 

① 

Ｆ
Ｍ
補
聴
シ
ス
テ
ム
無
償
貸
与
事
業 

令
和
三
年
度
は
、
昨
年
度
ま
で
の
機
器
の
製
作
が
無
く
な

っ
た
た
め
人
工
内
耳
も
活
用
出
来
る
新
し
い
機
種
に
変
更

し
た
。
値
段
が
高
く
な
り
、
２
４
台
か
ら
１
３
台
と
少
な

く
な
っ
た
。 

 

【
一
般
事
業
】 

① 

事
業
案
内 

 

全
国
聾
学
校
に
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
リ
ン
ク
を
通

し
て
事
業
案
内(

実
施
要
項)

を
提
示
。
こ
の
リ
ン
ク
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
各
学
校
・
機
関
は
事
業
案
内
を
入
手

す
る
。
六
月
の
全
国
聾
学
校
長
会
総
会
で
は
、
リ
モ
ー
ト

の
た
め
紙
面
で
事
業
説
明
を
行
っ
た
。 

 

② 

「
第
四
十
四
回
聴
覚
障
害
児
を
育
て
た
お
母
さ
ん
を

た
た
え
る
会
」 

今
年
度
の
「
聴
覚
障
害
児
を
育
て
た
お
母
さ
ん
を
た
た
え

る
会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、

一
つ
の
会
場
で
一
堂
に
会
す
る
形
を
避
け
、
式
典
と
発
表

を
行
わ
ず
、
表
彰
の
楯
を
各
お
母
さ
ん
方
に
お
届
け
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
楯
の
発
送
は
十
二
月
の
予
定
で
す
。

各
校
、
各
地
域
か
ら
の
お
母
さ
ん
の
推
薦
は
予
定
通
り
九

月
三
十
日(

水)

ま
で
で
し
た 

後
援
：
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
東
京
都
教
育
委
員

会
、
全
国
聾
学
校
長
会
、
全
国
聾
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会 

 
 

 

③ 

第
二
十
五
回
全
国
聾
学
校
絵
画
展 

審
査
会
：
令
和
三
年
八
月
九
日 

展
覧
会
：
令
和
三
年
十
月
十
四
日(

木)

・
十
五
日(

金) 

全
日
本
聾
教
育
研
究
大
会(

島
根
大
会)

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
実
施 

表
彰
式
：
最
優
秀
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
者
在
籍
校

に
会
長
が
赴
い
て
実
施
予
定 

後
援
：
文
部
科
学
省
、
全
国
聾
学
校
長
会
、
全
国
聾
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会 
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発
行
所 

公
益
財
団
法
人
聴
覚
障
害
者
教
育
福
祉
協
会 

〒
１
７
０―

０
０
０
５ 

東
京
都
豊
島
区
南
大
塚
３-

４
３-

⒒ 

福
祉
財
団
ビ
ル
５
Ｆ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

Ｔ
Ｌ
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０
３-

６
９
０
７-

２
５
３
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Ｆ
Ａ
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０
３-

６
９
０
７-

２
９
１
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発
行
人 

山
東 

昭
子 

編
集
人 

松
本 

末
男 

 
 
 
 

 
 
 

（
題
字 

山
東
昭
子
会
長
） 

ひびき Ｎｏ.80 令和 3 年 11月 15 日 

 

会
長
あ
い
さ
つ 

      

 
令
和
三
年
度 

理
事
会
・
評
議
員
会
報
告 



④ 

第
三
十
三
回
全
国
聾
学
校
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル 

課
題
曲
：
自
由 

審
査
会
：
令
和
三
年
十
一
月
四
日(

一
次)

、
令
和
四
年
一

月
五
日(

二
次) 

表
彰
式
：
金
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
校
に
会
長
が
赴

い
て
実
施
予
定 

後
援
：
文
部
科
学
省
、
東
京
都
教
育
委
員
会
、
全
国
聾
学

校
長
会
、
全
国
聾
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会 

 

⑤ 

第
十
六
回
全
国
聾
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル 

テ
ー
マ
：
自
由 

審
査
会
：
第
一
次 

令
和
三
年
八
月
二
十
一
日 

 
 

 
 

第
二
次 

令
和
三
年
九
月
四
日 

調
査
研
究
委
員
会
：
応
募
作
品
の
分
析
研
究
調
査 

表
彰
式
：
最
優
秀
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
者
在
籍
校

に
会
長
が
赴
い
て
実
施
予
定 

共
催
：
全
国
聾
学
校
長
会 

後
援
：
文
部
科
学
省
、
東
京
都
教
育
委
員
会
、
全
国
聾 

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会 

⑥ 

読
字
力
検
定
試
験 

年
間
三
回
実
施 

⑦ 

聴
覚
障
害
教
育
関
係
資
料
収
集
事
業 

⑧ 

会
報
「
響
き
」
の
発
行 

年
二
回 

⑨ 

募
金
活
動(

ハ
マ
ナ
ス
募
金)  

目
標
額
千
四
百
万
円 

⑩ 

法
律
相
談(

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
法
律
相
談) 

⑪ 

専
門
図
書
、
ビ
デ
オ
、D

V
D

の
紹
介
・
頒
布 

⑫ 

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開
・
更
新 

⑬ 

全
日
本
聾
教
育
研
究
大
会
へ
の
助
成 

⑭ 
 

聴
覚
障
害
乳
幼
児
教
育
相
談
委
員
会 

関
連
業
務

の
継
続 

令
和
三
年
度 

役
員
名
簿 
 

(

敬
称
略)  

理
事 

(

会
長) 

山
東
昭
子 
(

副
会
長) 

森
伸
夫
、
浅
井
健
二 

(

専
務
理
事)

松
本
末
男 

(

常
務
理
事)

木
内
弘
司
、
齋
藤
佐
和
、
藤
本
登
、
仲
田
邦

男 

(

理
事)

阿
部
き
み
よ
、
今
井
絵
理
子
、
桑
山
哲
夫
、
小
林

明
、
田
中
美
郷
、
辻
村
哲
夫
、
中
村
喜
久
子
、
平
口
洋
、

山
田
春
雄 

(

監
事) 

関
根
正
浩
、
本
間
通
義 

 

評
議
員 

荒
崎
勝
美
、
荒
川
早
月
、
石
川
庄
六
、
植
草
喜
代
治
、 

大
沼
直
紀
、
大
場
利
秋
、
堅
田
明
義
、
加
藤
聖
治
、
金
子

昌
夫
、
小
島
藤
昭
、
鈴
木
茂
樹
、
関
良
規
、
竹
内
美
和
子
、

武
田
智
彦
、
武
田
直
丈
、
田
中
眞
由
美
、
鄭
仁
豪
、
戸
田

典
尚
、
野
崎
正
史
、
根
本
匡
史
、
堀
米
泰
晴
、
廣
田
栄
子
、

村
野
一
臣
、
山
勝
彦
、
四
日
市
章
、
篠
崎
利
之  

事
務
局 

(

事
務
局
長) 

大
石
視
朗 

(

事
務
主
事) 

小
針
丈
幸 

  

な
お
、
長
き
に
わ
た
り
専
務
理
事
と
し
て
お
勤
め
い
た

だ
い
た
櫻
井
博
氏
、
評
議
員
と
し
て
お
勤
め
い
た
だ
い
た

小
俣
昌
道
氏
は
、
お
亡
く
な
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

当
協
会
の
評
議
員
を
お
勤
め
頂
い
た
石
橋
大
吾
氏
、
横
田

志
津
氏
は
役
職
が
変
更
に
な
り
退
任
さ
れ
、
大
塚
明
敏
氏

は
、
こ
の
度
健
康
上
の
理
由
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。 

    
今
年
度
よ
り
新
し
く
な
ら
れ
た
評
議
委
員
の
紹
介 

 
 

全
国
聾
学
校
長
会
会
長 

荒
川
早
月
様 

初
め
ま
し
て
。
全
国
聾
学
校
長
会 

会
長
、
東
京
都
立
中
央
ろ
う
学
校

長
の
荒
川
早
月
と
申
し
ま
す
。 

常
日
頃
よ
り
、
貴
会
の
諸
事
業
を 

通
じ
て
、
全
校
の
聾
学
校
に
通
う

幼
児
・
児
童
・
生
徒
た
ち
に
多
く
の
可
能
性
を
与
え
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 こ

の
度
六
月
十
日
よ
り
貴
会
評
議
員
と
し
て
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
皆
様
の
御
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
精
一
杯
務

め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

私
は
、
教
員
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
が
東
京
都
立
立
川
ろ

う
学
校
で
、
そ
の
後
、
東
京
都
立
大
塚
ろ
う
学
校
に
２
０

年
間
務
め
て
お
り
ま
し
た
。
御
縁
が
あ
っ
て
現
在
は
、
東

京
都
立
中
央
ろ
う
学
校
で
校
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
長

き
に
わ
た
り
、
ろ
う
学
校
の
子
供
た
ち
、
保
護
者
の
皆
様
、

そ
し
て
多
く
の
諸
先
輩
方
か
ら
様
々
な
こ
と
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
は
少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き
れ
ば

と
誠
心
誠
意
職
務
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。 

現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
不
安
の
中
で
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
学
校
経
営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事
柄
ば
か
り
の
た
め
、
学

校
現
場
で
は
柔
軟
な
発
想
と
知
識
と
技
術
に
裏
付
け
ら
れ

た
新
た
な
学
習
指
導
の
方
法
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
国
の
施
策
も
あ
り
、I

C
T

環
境
は
全
国
で
整
い
つ
つ

あ
り
ま
す
。
新
た
な
教
育
を
求
め
ら
れ
る
一
方
で
感
じ
る

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
着
実
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
聴

覚
障
害
教
育
の
神
髄
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
長
い
歴
史
の
あ
る
聴
覚
障
害
教
育
の
専
門
性
と

S
o
c
ie
t
y5
.
0

と
い
う
新
し
い
時
代
の
恩
恵
と
を
う
ま
く

融
合
さ
せ
て
、
聴
覚
障
害
の
あ
る
子
供
た
ち
の
た
め
に
精

一
杯
尽
力
す
る
こ
と
が
、
学
校
現
場
で
今
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

全
国
ろ
う
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
顧
問 

植
草
喜
代
治 

こ
の
度
、
本
協
会
の
評
議
員
を 

お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り 

ま
し
た
植
草
喜
代
治
と
申
し
ま 

私
は
、
現
在
全
国
ろ
う
学
校
Ｐ 

Ｔ
Ａ
連
合
会
の
顧
問
を
務
め
さ 

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

実
は
、
こ
の
評
議
員
を
お
引
き
受
け
す
る
の
は
二
回
目

と
な
り
ま
す
。
一
回
目
は
、
平
成
二
十
九
・
三
十
年
度
全

国
ろ
う
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
会
長
の
時
で
す
。 

私
の
子
ど
も
は
、
生
後
間
も
な
く
中
等
度
難
聴
と
診
断

さ
れ
ま
し
た
。
一
才
の
時
に
筑
波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支

援
学
校
（
こ
れ
以
後
附
属
と
表
記
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
）

の
乳
幼
相
談
で
お
世
話
に
な
り
、
以
来
幼
稚
部
・
小
学

部
・
中
学
部
・
高
等
部
と
進
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
中
学

部
の
頃
、
縁
あ
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
仕
事
を
お
手
伝
い
さ
せ
て

頂
く
こ
と
に
な
り
、
平
成
二
十
五
年
度
よ
り
副
会
長
、
二

十
七
年
度
か
ら
三
十
年
度
ま
で
は
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
本
協
会
主
催
の
「
聴
覚
障
害
児
を
育
て
た
お

母
さ
ん
を
た
た
え
る
会
」
に
は
、
平
成
二
十
五
年
度
よ
り

 

新
任
の
挨
拶 

      

 



出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
会
で
は
、
附
属
よ
り
多

く
の
お
母
さ
ん
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
子
供
た

ち
も
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
や
絵
画
展
、
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
な

ど
に
多
数
出
品
・
出
場
さ
せ
て
頂
き
、
多
く
の
賞
を
頂
き

ま
し
た
。
本
協
会
の
素
晴
ら
し
い
活
動
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て

い
つ
も
感
謝
し
て
お
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
こ
の
度
は
聴
覚
障
害
児
を
持
つ
親
の
立
場
か

ら
と
い
う
こ
と
で
再
び
評
議
員
と
い
う
大
切
な
役
職
を
お

引
き
受
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
意
義
あ
る
活
動
に
力
を
尽
く
し
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

全
国
ろ
う
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長 
関 

良
規
様 

こ
の
度
、
全
国
ろ
う
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ 

連
合
会
の
会
長
と
い
う
立
場
か
ら 

本
協
会
の
評
議
員
を
務
め
ま
す 

関
良
規
と
申
し
ま
す
。
聴
覚
障
害 

を
持
つ
息
子
が
通
う
筑
波
大
学
附

属
聴
覚
特
別
支
援
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
で
も
あ
り
、
普
段

は
一
父
親
で
あ
り
一
般
の
会
社
員
で
す
。 

全
国
聾
学
校
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
、
絵
画
展
、
合
奏
コ

ン
ク
ー
ル
、
聴
覚
障
害
児
を
育
て
た
お
母
さ
ん
を
た
た
え

る
会
な
ど
に
お
け
る
お
手
伝
い
が
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
微
力
な
が
ら
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
本
協
会

を
通
じ
て
全
国
の
聴
覚
障
害
を
持
ち
な
が
ら
勉
学
に
励
む

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
貢
献
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、2

0
1

9

年
に
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
拡
大
が
世
界
中
に
広
が
り
、
日
本
で
は
過

去
最
大
級
と
な
っ
た
第
五
波
が
少
し
落
ち
着
き
を
見
せ
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
や
っ
か
い
な
第
６
波
の
懸
念
も
聞
こ

え
る
と
こ
ろ
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
通
う
学
校
は
、
安

心
・
安
全
第
一
で
運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
成
長
の
早
い
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
今
に
お
い
て
、
失
わ
れ
て
い

る
も
の
も
大
変
多
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
作
文
・
絵

画
・
合
奏
、
本
協
会
事
業
に
関
わ
り
の
あ
る
活
動
な
ど
も

優
先
順
位
が
下
が
り
が
ち
で
は
な
い
か
と
思
う
と
こ
ろ
も

あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
一
層
の
工
夫

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
関
係
者
の
皆
様

の
お
話
な
ど
も
伺
い
な
が
ら
、
新
し
い
課
題
の
解
決
の
お

手
伝
い
が
出
来
れ
ば
幸
甚
で
す
。 

最
後
に
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
す
べ
て
の
子

供
た
ち
が
明
る
く
楽
し
く
そ
し
て
元
気
に
成
長
す
る
こ
と

を
祈
念
し
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

元
筑
波
技
術
大
学
教
授 

根
本
匡
文 

こ
の
度
、
創
立
以
来
九
十
年
と

い
う
長
い
歴
史
を
持
つ
聴
覚
障

害
者
教
育
福
祉
協
会
の
評
議
員

の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

私
の
聴
覚
障
害
教
育
と
の
関
り
も
学
生
時
代
を
含
め
る

と
六
十
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
聾
学
校

で
乳
幼
・
幼
・
小
・
中
の
子
ど
も
た
ち
の
担
当
も
し
ま
し

た
が
、
長
い
期
間
携
わ
っ
た
の
は
高
等
部
と
大
学
段
階
の

教
育
で
す
。 

昭
和
四
十
年
代
後
半
か
ら
五
十
年
代
の
頃
は
高
等
部
の

学
級
担
任
を
し
ま
し
た
。
生
徒
を
な
ん
と
か
進
学
さ
せ
よ

う
と
思
っ
て
大
学
に
相
談
を
持
ち
掛
け
て
も
、
受
験
さ
え

認
め
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
経
験
を
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
。 

そ
れ
が
今
で
は
、
聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
高
等
教
育
機

関
と
し
て
筑
波
技
術
大
学
が
作
ら
れ
、
大
学
院
教
育
ま
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
の
大
学
へ
の
進
学
も
あ
た
り
前

に
な
り
、
多
く
の
聴
覚
障
害
学
生
が
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
や
手

話
通
訳
な
ど
の
充
実
し
た
情
報
保
障
を
受
け
な
が
ら
学
ん

で
い
ま
す
。 

現
在
は
医
師
、
弁
護
士
、
研
究
者
、
聾
学
校
の
管
理
職

教
員
、
建
築
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
の
専
門
的
な
職
業
に

就
く
人
た
ち
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
「
多
様
性
と
調
和
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
先
日
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
・
閉

会
式
で
は
、
多
く
の
聴
覚
障
害
者
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

出
演
者
や
テ
レ
ビ
放
送
の
手
話
通
訳
者
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
し
た
。 

聴
覚
障
害
者
は
た
く
さ
ん
の
「
可
能
性
」
を
持
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
「
可
能
性
」
を
も
っ
と
も
っ
と
広
げ
実
現
さ

せ
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
微
力
を
尽
く
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
理
事 

堀
米
泰
晴 

こ
の
度
評
議
員
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
、
一
般
財
団
法
人
全
日

本
ろ
う
あ
連
盟
の
堀
米
泰
晴
で

す
。 

実
は
、
私
の
両
親
は
平
成
１
９

年
の
「
聴
覚
障
害
児
を
育
て
た
お
母
さ
ん
を
た
た
え
る

会
」
に
表
彰
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
こ
の
９

０
年
の
長
き
に
わ
た
る
聴
覚
障
害
者
の
教
育
に
携
わ
っ
て

こ
ら
れ
た
貴
協
会
の
一
員
と
し
て
活
動
が
で
き
る
こ
と
に
、

勝
手
な
が
ら
貴
協
会
と
の
深
い
関
わ
り
を
改
め
て
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

こ
こ
数
年
の
聴
覚
障
害
児
の
教
育
は
、
特
に
乳
幼
児
の

早
期
支
援
を
中
心
に
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

き
こ
え
な
い
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
際
に
、
保
護
者
の

方
々
は
た
く
さ
ん
の
悩
み
を
抱
え
医
療
機
関
や
行
政
窓
口

に
訪
れ
ま
す
。
し
か
し
、
窓
口
の
対
応
が
一
元
化
し
て
い

な
い
、
地
域
に
よ
る
格
差
も
あ
り
偏
っ
た
情
報
し
か
得
る

こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
子
育
て
に
必
要
な
情
報
を
公
平

に
提
供
さ
れ
な
い
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
課
題
を
解
消

す
る
た
め
に
、
厚
生
労
働
省
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・

教
育
関
係
者
が
連
携
し
て
保
護
者
が
安
心
し
て
相
談
が
で

き
る
早
期
支
援
体
制
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
一
刻
も
早
く

こ
の
体
制
が
全
国
に
展
開
さ
れ
、
保
護
者
が
安
心
し
て
相

談
が
で
き
る
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

こ
の
夏
、
私
ど
も
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
は
保
護
者
向
け

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
子
ど
も

を
持
つ
パ
パ
・
マ
マ
へ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が

大
切
に
す
る
手
話
言
語
や
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
存
在
を
含
め

た
多
様
な
選
択
肢
を
示
し
、
保
護
者
に
対
し
て
、
き
こ
え

な
い
子
ど
も
の
子
育
て
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
た
だ

く
こ
と
、
早
い
時
期
に
手
話
言
語
や
ろ
う
学
校
と
い
う
選

択
肢
を
知
っ
て
い
た
だ
き
子
ど
も
の
育
つ
道
を
豊
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

行
政
、
医
療
機
関
等
を
通
し
て
、
多
く
の
保
護
者
に
手
に

取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
皆
さ
ま
に
も
、
是
非
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
一
緒
に
未
来
を
担
う
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に

く
い
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 



最
後
に
、
き
こ
え
る
人
も
き
こ
え
な
い
人
も
共
に
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
「
共
生
社
会
」
を
目
指
し
、
日
本
語
も

手
話
言
語
も
共
存
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
皆
さ

ま
と
と
も
に
活
動
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

 
 

 

●
第
一
回
読
字
力
検
定
試
験 

 

本
年
六
月
実
施
の
読
字
力
検
定
試
験
の
結
果
は
、
左
記

の
通
り
で
し
た
。
第
二
回
（
十
月
）
、
第
三
回
（
二
月
）

で
も
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

・
受
験
学
校
数 

 

五
十
八
校 

・
受
験
者
総
数 

 

八
九
五
名 

・
合
格
者 

 
 

 
 

五
五
一
名 

・
合
格
証
授
与
者
数 

二
〇
五
名 

 
 

九
級:

五
七
名 

八
級:

九
十
名 

七
級:

一
一
五
名 

 
 

六
級:

六
二
名 

五
級:

五
七
名 

四
級:

六
四
名 

 
 

三
級:

四
六
名 

二
級:

三
九
名 

一
級:

二
四
名 

 

特
一
級:

五
名 

 

 

●
第
二
十
五
回
全
国
聾
学
校
絵
画
展 

 

今
年
度
の
審
査
会
は
八
月
九
日(

土)

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

応
募
学
校
数
三
十
校
、
応
募
作
品
総
数
四
百
二
十
三
点
で

し
た
。
内
訳
は
幼
稚
部
十
三
校
九
十
七
点
・
小
学
部
二
十

二
校
・
二
百
三
点
、
中
学
部
十
七
校
・
七
十
一
点
、
高
等

部
・
専
攻
科
十
五
校
・
五
十
二
点
で
し
た
。
今
年
度
の
最

優
秀
賞
、
優
秀
作
品
者
は
、
次
の
十
六
名
で
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

最
優
秀
賞(

二
点)

並
び
に
優
秀
賞
受
賞
作
品(

十
四
点)

は
、 

令
和
三
年
度
第
五
十
五
回
全
日
本
聾
教
育
研
究
大
会(

島

根
大
会)

に
お
い
て
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ
ま

し
た
。 

作
品
を
応
募
し
た
幼
児
・
児
童
・
生
徒
全
員
に
参
加
賞

（
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
）
、
優
秀
賞
受
賞
者(

十
六
名)

に
は

絵
の
具
メ
ー
カ
ー(

株)

ク
サ
カ
ベ
提
供
の
「
絵
の
具
セ
ッ

ト
」
を
副
賞
と
し
て
贈
り
ま
し
た
。 

 

 

最
優
秀
賞
（
中
学
部
、
高
等
部
、
専
攻
科
部
門
） 

・
文
部
科
学
大
臣
賞 

・
新
潟
県
立
聾
学
校 

高
等
部
二
年 

五
十
嵐 

莉
奈 
 

「
古
え
の
海
」 

               

  

最
優
秀
賞
（
幼
稚
部
、
小
学
部
部
門
） 

・
長
野
県
長
野
ろ
う
学
校 

小
学
部
六
年 

田
中 

海 

 
 

「
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」 

                
優
秀
賞 

・
水
戸
聾
学
校 

 

幼
稚
部
五
歳 

栗
林 

和
奏 

 
 

「
だ
ー
い
す
き
！
」 

・
こ
ば
と
聴
覚
特
別
支
援
学
校 

 

幼
稚
部
五
歳 

灰
野 

慎
之
介 

 
 

「
ま
た
あ
そ
び
に
き
て
ね
！
」 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

・
熊
本
聾
学
校 

 

幼
稚
部
五
歳 

福
田 

羽
希 

 

 
 

「
ざ
り
が
に
み
つ
け
た
」 

 

・
神
戸
聴
覚
特
別
支
援
学
校 

 
 

小
学
部
三
年 

君
野 

結
菜 

 
 
 

「
夏
の
虫
」 

・
大
塚
ろ
う
学
校 

小
学
部
四
年 

志
田 

佑
哉 

「
車
」 

・
葛
飾
ろ
う
学
校 

小
学
部
五
年 

池
田 

結
香 

 

 
 

 

「
夜
空
を
走
る
電
車
」 

 

・
葛
飾
ろ
う
学
校 

小
学
部
六
年 

金
田 

奏 

 
 
 

「
学
校
か
ら
の
風
景
」 

 

・
沼
津
聴
覚
特
別
支
援
学
校 

中
学
部
一
年 

瀬
角 

羽
菜 

 
 

 

「
海
を
駆
け
る
大
魚
」 

 
 

 

 

・
岡
崎
聾
学
校 

中
学
部
二
年 

吉
田 

大
悟 

 
 

 

「
け
む
し
の
王
様
」 

 

・
神
戸
聴
覚
特
別
支
援
学
校 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

中
学
部
二
年 

岩
木 

大
地 

 
 
 

「
世
界
の
動
物
を
守
る
！
」 

 

・
浜
田
ろ
う
学
校 

中
学
部
二
年 

櫻
井 

結
衣
菜 

 
 
 

「
花
と
花
び
ん
」 

 

・
葛
飾
ろ
う
学
校 

中
学
部
三
年 

阿
部 

寿
邪 

 
 

 

 
 
 

「
三
日
月
と
鹿
」 

 

・
神
戸
聴
覚
特
別
支
援
学
校 

 

高
等
部
三
年 

大
貫 

雄
也 

 
 
 

「
オ
ー
ロ
ラ
ワ
ー
ル
ド
」 

 

・
浜
田
ろ
う
学
校 

高
等
部
三
年 

朝
付 

聖
士 

 
 
 

「
花
を
見
る
す
ず
め
」 

 

 

全
国
聾
学
校
絵
画
展
審
査
総
評 

 

審
査
委
員
長 

矢
澤
健
太
郎
（
新
制
作
展
会
員
） 

 

二
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
絵
画
展
の
審
査
、

 

協
会
の
事
業 

      

 



皆
さ
ん
の
作
品
に
出
合
え
る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し

な
が
ら
審
査
会
場
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
り
床
い
っ
ぱ
い
に
作
品
が
並
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
年
齢
順
に
下
の
学
年
の
皆
さ
ん
の
作
品
か

ら
審
査
が
始
ま
る
い
つ
も
の
や
り
方
で
ス
タ
ー
ト
で
す
。 

二
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
い
つ
も
に
増
し

て
ど
の
作
品
も
生
き
生
き
と
し
た
表
現
・
色
使
い
に
感
じ

ら
れ
て
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
審
査
員
も
お
互
い
に
、
「
い
い

作
品
が
た
く
さ
ん
来
た
な
ー
！
」
「
ど
の
絵
も
良
く
て
選

ぶ
の
が
大
変
だ
な
ー
！
」
と
言
い
な
が
ら
そ
の
中
で
も
目

を
引
く
作
品
、
気
に
な
る
作
品
を
選
ん
で
い
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
し
て
今
年
の
優
秀
作
品
候
補
が
集
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
こ
か
ら
は
審
査
員
皆
で
話
し
合
い
な
が
ら
優
秀

作
品
を
決
定
す
る
の
で
す
が
、
良
い
作
品
ば
か
り
な
の
で

つ
ら
い
作
業
で
す
。 

そ
ん
な
中
か
ら
最
優
秀
賞
二
点
と
十
四
点
の
優
秀
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
の
文
部
科
学
大
臣
賞
は

高
校
二
年
の
五
十
嵐
莉
奈
さ
ん
が
描
い
た
「
古
え
の
海
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。
画
面
全
体
に
ウ
ツ
ボ
や
サ
メ
、
タ
ツ

ノ
オ
ト
シ
ゴ
な
ど
様
々
な
魚
が
克
明
に
描
か
れ
た
見
ご
た

え
の
あ
る
作
品
で
、
色
彩
も
美
し
く
描
写
力
も
確
か
な
も

の
で
す
。
深
海
魚
の
よ
う
な
魚
も
い
て
太
古
の
時
代
と
現

在
の
交
錯
し
た
空
想
上
の
世
界
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
う

一
人
の
最
優
秀
賞
は
小
学
六
年
、
田
中
海
さ
ん
の
「
お
母

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
」
で
す
。
森
の
中
に
鹿
の
親
子
が
仲

良
く
寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。
版
画
表
現
の
特
徴
を
生
か
し

た
平
面
的
な
表
現
で
す
。
黄
色
と
朱
色
の
組
み
合
わ
せ
が

美
し
く
、
彫
刻
刀
の
彫
跡
を
生
か
し
た
木
の
幹
や
鹿
の
親

子
を
浮
き
立
た
せ
る
黄
色
の
輪
郭
な
ど
と
て
も
良
い
感
じ

で
す
。
見
る
人
を
幸
せ
な
気
持
に
し
て
く
れ
る
絵
で
す
。 

他
の
優
秀
賞
の
作
品
も
魅
力
的
な
作
品
ば
か
り
で
し
た
。

栗
林
和
奏
さ
ん
の
「
だ
ー
い
す
き
」
は
不
思
議
な
色
使
い

の
絵
で
す
。
表
情
が
良
い
で
す
ね
。
灰
野
慎
之
介
さ
ん
の

「
ま
た
あ
そ
び
に
き
て
ね
」
は
花
の
咲
く
野
原
に
飛
ぶ
蝶

が
優
し
い
色
彩
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
福
田
羽
希
さ
ん
の

「
ざ
り
が
に
み
つ
け
た
」
は
水
の
中
に
潜
ん
で
い
る
ザ
リ

ガ
ニ
の
表
情
や
し
ぐ
さ
が
よ
く
わ
か
り
、
緑
色
の
水
が
池

水
の
様
子
も
よ
く
伝
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
君
野
結
菜

さ
ん
の
「
夏
の
虫
」
は
太
陽
に
向
か
っ
て
ぐ
い
ぐ
い
と
伸 

 

び
る
夏
草
と
そ
こ
に
潜
む
虫
が
表
現
さ
れ
て
い
て
生
命
力

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
志
田
佑
哉
さ
ん
の
「
車
」
は
と
て

も
カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
で
道
や
車
が
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
魅
力
で
す
。
池
田
結
香
さ
ん
の
「
夜
空
を
走
る
電
車
」

は
版
画
の
作
品
で
、
大
胆
な
構
図
と
夜
の
色
が
素
敵
で
す
。

金
田
奏
さ
ん
の
「
学
校
か
ら
の
風
景
」
は
何
気
な
く
見
過

ご
し
て
し
ま
い
そ
う
な
風
景
を
的
確
な
線
と
わ
ず
か
な
色

彩
で
実
に
良
い
絵
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
瀬
角
羽
菜
さ
ん

の
「
海
を
駆
け
る
大
魚
」
は
描
写
と
は
違
っ
た
コ
ラ
ー
ジ

ュ
的
な
表
現
が
効
果
的
で
大
魚
が
餌
の
獲
物
を
捕
ら
え
る

場
面
は
迫
力
満
点
で
す
。
吉
田
大
悟
さ
ん
の
「
け
む
し
の

王
様
」
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
抽
象
表
現
で
す
。
パ
ス
テ
ル
の

よ
う
な
素
材
の
ざ
っ
く
り
と
し
た
塗
り
方
が
良
い
効
果
に

な
っ
て
い
ま
す
。
岩
木
大
地
さ
ん
の
「
世
界
の
動
物
を
守

る
！
」
は
自
然
破
壊
で
住
処
を
追
わ
れ
滅
び
そ
う
な
動
物

た
ち
に
優
し
い
目
を
向
け
た
作
品
で
、
少
し
寂
し
気
な
絵

の
ト
ー
ン
に
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
感
じ
ま
す
。
櫻
井
結

衣
菜
さ
ん
の
「
花
と
花
び
ん
」
は
画
面
全
体
に
気
を
配
っ

て
丁
寧
に
花
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
花
瓶
の
置
か
れ
た
テ

ー
ブ
ル
の
雰
囲
気
ま
で
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
阿
部
寿
邪
さ

ん
の
「
三
日
月
と
鹿
」
は
文
学
的
な
世
界
観
と
静
寂
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
計
算
さ
れ
た
構
図
と
色
彩
が
際
立
っ
て

い
て
絵
の
具
の
扱
い
も
丁
寧
で
す
。
大
貫
雄
也
さ
ん
の

「
オ
ー
ロ
ラ
ワ
ー
ル
ド
」
は
線
の
集
積
で
形
を
表
し
て
い

く
技
法
で
描
か
れ
た
抽
象
作
品
で
す
。
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
幾
何
形
体
的
な
形
の
構
成
が
面
白
い
作
品
で
す
。
朝

付
聖
士
さ
ん
の
「
花
を
見
る
す
ず
め
」
極
め
て
高
い
技
術

を
持
っ
た
人
の
作
品
と
い
え
ま
す
。
観
察
す
る
力
、
絵
の

具
の
扱
い
な
ど
高
校
生
の
レ
ベ
ル
を
超
え
て
い
て
す
ご
い

な
！
と
感
じ
ま
し
た
。 

惜
し
く
も
最
終
選
考
に
残
ら
な
か
っ
た
方
々
の
作
品
も

本
当
に
良
い
作
品
ば
か
り
で
し
た
。
現
場
の
先
生
方
も
伝

統
的
な
テ
ー
マ
に
加
え
て
様
々
な
新
し
い
表
現
な
ど
を
工

夫
し
て
い
た
だ
い
て
毎
年
素
晴
ら
し
い
作
品
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
本
当
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
の
絵
画
展
も
、

各
校
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
あ
る
作
品
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

審
査
委
員 

矢
澤 

健
太
郎
、
錦
織 

重
治
、
木
脇 

康
一 

 

竹
内 

一
、
大
石 

視
朗 

 
●
第
十
六
回
全
国
聾
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル 

全
国
聾
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
第
一
次
審
査
は
、
八
月

二
十
一
日(

土)

に
、
第
二
次
審
査
は
九
月
四
日(

土)

に
行

わ
れ
ま
し
た
。
応
募
作
品
総
数
は
一
四
一
点
で
し
た
。
内

訳
は
小
学
部(

絵
日
記
・
日
記
十
七
点
を
含
め
て)

五
四
点
、

中
学
部
三
八
点
、
高
等
部
四
九
点
で
し
た
。 

今
年
度
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

金
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞 

 

愛
知
県
立
千
種
聾
学
校 

小
学
部
三
年 

福
田 

優
菜 

金
賞
・
全
国
聾
学
校
長
会
会
長
賞 

 

筑
波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校 

 

高
等
部
三
年 

権
田 

陽
向 

金
賞
・
聴
覚
障
害
者
教
育
福
祉
協
会
会
長
賞 

 

静
岡
県
立
沼
津
聴
覚
特
別
支
援
学
校 

小
学
部
六
年 

米
丸 

穂
乃
香 

銀
賞 

 

奥
岡 

智
輝(

千
種
校)

 

岡
部 

未
怜(

群
馬
校)

 

 

大
澤 

未
來(

群
馬
校)

 

岡
田 

直
樹(

岡
崎
校)

 

 

塚
根 

み
づ
な(

都
・
中
央
校)

 

 

若
木 

満
希
人(

筑
波
校)

 

 
 銅

賞 

 

永
木 

慶
吾(

千
種
校)

 

富
岡 

水
緒(

立
川
校)

 

 

髙
橋 

紫(

群
馬
校)

 
 

田
上 

碧(

熊
本
校)

 

 

釣 

泰
輔(

筑
波
校)

 
 

青
木 

優
河(

都
・
中
央
校)

 

 
 

     

当
協
会
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
事
業
は
、
公
益
財
団
法 

人
Ｊ
Ｋ
Ａ
競
輪
公
益
資
金
の
補
助
を
は
じ
め
と
し
て
、
皆 

様
方
か
ら
の
ご
寄
附
（
ハ
マ
ナ
ス
募
金
）
に
よ
り
実
施
し 

て
い
ま
す
。 

 

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に
深
く
感
謝
い
た
し
て
お 

り
ま
す
。 

今
年
度
も
計
画
事
業
の
適
正
な
実
施
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
今
の
社
会
情
勢
か
ら
事
業
資

 

ハ
マ
ナ
ス
募
金 

 



金
の
確
保
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
つ
き
ま
し

て
は
、
皆
様
方
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
ハ
マ
ナ
ス
募
金
の
お
振
込
み
は
、
郵
便
振
替
も
し 

く
は
銀
行
振
込
に
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

郵
便
振
替
口
座
０
０
１
１
０‐

９‐

１
３
４
８
７
７ 

名
義 

聴
覚
障
害
者
教
育
福
祉
協
会 

銀
行
振
込 

 

み
ず
ほ
銀
行
江
戸
川
橋
支
店 

 
 

普
通
口
座 

１
６
１
５
７
４
８ 

名
義 

公
益
財
団
法
人
聴
覚
障
害
者
教
育
福
祉
協
会 

会
長 

山
東
昭
子 

 

当
協
会
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
日
内
閣
府
（
内
閣
総
理

大
臣
）

よ
り
税
額
控
除
に
係
る
証
明
を
受
理
し
て
お
り
ま
す
。 

   

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
十
月
末
日
ま
で
の

間
に
、
次
の
皆
様
方
よ
り
ご
寄
附
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

（
敬
称
略
） 

（
株
）
日
健
総
本
社(

森
伸
夫)

、 
(

株)

テ
ア
ト
ル
ア
カ

デ
ミ
ー(

浅
井
健
二)

、
東
京
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス(

浅
井

健
二)

、
西
郷
ソ
ー
ラ
ー
発
電(

浅
井
健
二)

、
木
内
弘
司
、

近
畿
調
査
（
武
健
一
）
、
田
中
美
郷
、
桑
山
哲
夫
、
全
国

難
聴
児
を
持
つ
親
の
会
、
阿
部
き
み
よ
、
関
根
正
浩
、
辻

村
哲
夫
、
宮
野
忠
夫
、
荒
崎
勝
美
、
神
辺
洋
吾
、
西
本
徹
、

長
野
ろ
う
学
校
、
北
海
道
高
等
聾
学
校
教
育
振
興
会
、
ラ

イ
シ
ャ
ワ
・
ク
レ
ー
マ
学
園
、
櫻
井
あ
つ
子
、
谷
口
昭
子
、

青
森
県
こ
と
ば
と
心
を
育
む
会
、
草
薙
進
朗
、
日
本
補
聴

器
販
売
店
協
会
、
中
村
喜
久
子
、
新
潟
県
難
聴
児
を
持
つ

親
の
会
、 

(

株)

リ
オ
ン
、(

株)

リ
オ
ン
本
社 

      

令
和
三
年
度 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

公
益
財
団
法
人 

Ｊ
Ｋ
Ａ
競
輪
公
益
資
金
に
よ
る 

補
助
事
業
実
施
報
告 

一
、
事
業
名 

 

令
和
三
年
度
障
害
の
あ
る
人
が
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
社
会
を
創
る
活
動
補
助
事
業 

 

二
、
事
業
実
施
内
容 

   

ワ
イ
ヤ
レ
ス
補
聴
援
助
シ
ス
テ
ム
の 

購
入
・
無
償
貸
与 

送
信
機
・
受
信
機
十
三
セ
ッ
ト 

 

全
国
聾
学
校
・
聴
覚
特
別
支
援
学
校
、
小

学
校
、
中
学
校
、
難
聴
幼
児
通
園
施
設
に
在

籍
、
在
園
す
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
家
庭

に
貸
与
し
ま
し
た
。 

      

お
悔
み 

協
会
専
務
理
事 
櫻
井 

 

博
氏 

 
 

三
月
二
十
九
日
ご
逝
去 

享
年
七
十
三
歳 

  

櫻
井
博
氏
は
、
七
年
間
本
協
会
に
専
務
理
事
と
し
て

お
仕
事
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
っ
て
多

く
の
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
時
々
、
通
勤
電
車
の
中
で
、
似
て
い
る
体
格
の

方
を
見
る
と
、
こ
う
し
て
通
勤
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
未
だ
に
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で

い
ま
す
。
温
か
い
人
柄
の
先
生
を
思
い
出
し
な
が
ら
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。 

  

編 

集 

後 

記 

 
 会

報
「
響
き
」
八
十
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
協
会
の
「
響

き
」
は
、
昭
和
三
十
八
年
八
月
に
第
一
号
が
発
行
さ
れ
て
、

広
く
聴
覚
障
害
教
育
の
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
お
も
に

指
導
の
手
引
き
を
中
心
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
情
報
化

の
今
の
時
代
と
は
違
っ
て
、
貴
重
な
情
報
誌
と
な
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。
そ
ん
な
長
い
歴
史
の
中
で
、
八
十
号
を
迎
え
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

令
和
三
年
の
前
半
の
事
業
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
今

年
度
は
第
一
回
目
の
読
字
力
検
定
に
始
ま
り
、
昨
年
度
開
催

が
出
来
な
か
っ
た
第
二
十
五
回
全
国
聾
学
校
絵
画
展
や
第
十

六
回
全
国
聾
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
も
開
催
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
会
議
の
形
態
や
方
法
の

見
直
し
等
様
々
な
試
行
錯
誤
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
な
ん
と
か

実
現
出
来
ま
し
た
。
第
三
十
三
回
今
後
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
も

開
催
の
方
向
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
「
第
四
十
四
回
聴
覚
障
害
児
を
育
て
た
お
母
さ
ん

を
た
た
え
る
会
」
は
、
昨
年
同
様
に
多
く
の
人
が
一
堂
に
会

す
る
の
は
避
け
た
方
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
、
式
典
・
発
表

会
は
実
施
せ
ず
、
表
彰
楯
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
寄
贈
の
み
を

行
う
予
定
で
す
。 

次
号
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
全
国
の
聾
学
校
、
関
係
機
関
、

関
係
団
体
等
の
ご
理
解
ご
協
力
、
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
改
め
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 
慶 

弔 
 


